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はじめに : アンジオテンシノーゲンはアンジオテンシンの前駆体であり、レニンーアンジオテ

ンシン系においてアンジオテンシン I、II へと分解され、血圧の制御に重要な役割を
果たしていることは古くから報告されてきました。近年、このレニンーアンジオテ
ンシン系の動脈圧制御や高血圧症の病態生理学における役割に関する興味は、種々
の組織における局所的な役割へと転換してきています。これらの研究の中で、アン
ジオテンシン II (AII) 依存型高血圧症モデルラットにおいてアンジオテンシノーゲ
ンの尿中への排出量が腎内局所レニンーアンジオテンシン系の活動性の指標にな
ることが報告されています。AII 依存型高血圧症では、血漿 AII の平衡だけでは説
明出来ない程度に腎内 AII が増加しており、これには AII の細胞内取り込みの増加
と、腎内アンジオテンシノーゲンの発現の増加との二つの機序が提唱されています。 

 

免疫抗原 :  Mouse Angiotensinogen の C 端部分合成ペプチド (IGDTNPRVGEVLNSIL) 
 
精製方法 :  抗原ペプチドによる特異精製 
 
包装形態 :  1 % BSA、0.05 % NaN3含有 PBS 1.0 mL に溶解したものを凍結乾燥 
 
再生方法 :  精製水 1.0 mL 添加(この時濃度は 100 μg/mL となります) 
 
保存方法及び : 2 ～ 8 °C 保存 5 年間安定 

安定性 : 溶解後 –20 °C 保存 2 年間安定 
 
使用目的及び : 免疫組織染色 1～5 μg/mL (ホルマリン固定・パラフィン切片、前処理なし)にて

使用方法  使用可能 
 : ウエスタン・ブロッティング 約 1 μg/mL にて使用可能 
  
特異性 :  Mouse, Rat の Angiotensinogen と反応 
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